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▽　

月　

日　

開
会
、会
期
決
定
、

１１

２８

会
議
録
署
名
議
員
指
名
、
議
案
上

程
・
提
案
説
明
・
質
疑
・
委
員
会

付
託
省
略
・
討
論
・
採
決
、
議
案

上
程
・
提
案
説
明
・
総
括
質
疑
・

委
員
会
付
託
、
陳
情
上
程
・
委
員

会
付
託
、
報
告
上
程
・
質
疑

▽　

月
５
日　

一
般
質
問

１２
▽　

月
６
日　

一
般
質
問

１２
▽　

月
９
日　

一
般
質
問

１２
▽　

月　

日　

委
員
会
審
査
報
告
・

１２

２０

質
疑
・
討
論
・
採
決
、議
案
上
程
・

提
案
説
明
・
質
疑
・
委
員
会
付
託

省
略
・
討
論
・
採
決
、報
告
上
程
・

質
疑
、
議
員
派
遣
、
議
員
提
出
議

案
上
程
・（
提
案
説
明
・
質
疑
・
委

員
会
付
託
・
討
論
）
省
略
・
採
決
、

閉
会

　

な
お
、
質
疑
、
総
括
質
疑
、
討

論
は
、次
の
議
員
が
行
い
ま
し
た
。

議
案
第　

号
・
第　

号
に
対
す
る

６３

６４

質
疑
（　

月　

日
）

１１

２８

　

松
橋
淳
郎
（
ざ
ま
明
進
会
）

総
括
質
疑
（　

月　

日
）

１１

２８

　

熊
切
和
人（
自
民
党
・
い
さ
ま
）、

星
野
久
美
子（
日
本
共
産
党
）、
松

橋
淳
郎（
ざ
ま
明
進
会
）、
安
海
の

ぞ
み（
会
派
に
属
さ
な
い
議
員
）、

加
藤
陽
子
（
会
派
に
属
さ
な
い
議

員
）、
沖
永
明
久（
会
派
に
属
さ
な

い
議
員
）

討
論
（　

月　

日
）

１２

２０

　

星
野
久
美
子
（
日
本
共
産
党
）、

安
海
の
ぞ
み
（
会
派
に
属
さ
な
い

議
員
）、
加
藤
陽
子（
会
派
に
属
さ

な
い
議
員
）、
�
波
貴
志（
自
民
党
・

い
さ
ま
）、
沖
永
明
久（
会
派
に
属

さ
な
い
議
員
）、
伊
藤
多
華（
公
明

党
）、
松
橋
淳
郎（
ざ
ま
明
進
会
）

　

災
害
で
被
災
し
た
場
合
、
水
道

関
係
の
復
旧
は
電
気
や
都
市
ガ
ス

等
に
比
べ
て
長
引
く
傾
向
が
あ
る

た
め
、特
別
の
対
策
が
必
要
で
す
。

　

２
０
１
１
年
７
月
の
新
潟
・
福

島
豪
雨
で
は
、
約
５
万
戸
が
最
長

　

日
間
、
２
０
１
８
年
７
月
の
西

６８日
本
豪
雨
で
は
、
広
島
県
な
ど　
２６

万
３
千
戸
で
最
長　

日
間
の
断
水

３８

が
続
き
ま
し
た
。
ま
た
、
２
０
１

９
年　

月
の
台
風　

号
で
も
、
福

１０

１９

島
県
の
浄
水
場
が
被
災
し
４
万
５

千
戸
が
断
水
し
た
の
を
は
じ
め
、

全
国
で
は　

都
県
の
約　

万
３
千

１４

１６

戸
で
断
水
が
起
き
て
い
ま
す
。
本

市
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
あ
る
四

ツ
谷
配
水
管
理
所
、
相
模
川
沿
い

に
あ
る
深
井
戸
に
つ
い
て
、
被
災

を
防
ぐ
対
策
を
伺
い
ま
す
。

　

上
下
水
道
局
長　

四
ツ
谷
配
水

管
理
所
は
、
本
市
の
水
道
施
設
を

遠
隔
監
視
制
御
し
て
い
る
重
要
な

施
設
で
あ
る
た
め
、
浸
水
に
よ
り

電
源
設
備
、
非
常
用
発
電
設
備
に

被
害
が
生
じ
る
と
、
そ
の
影
響
が

全
市
に
及
ぶ
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま

す
の
で
、
昨
年
度
よ
り
遠
隔
監
視

制
御
装
置
を
高
台
に
あ
る
第
一
配

水
場
へ
移
設
す
る
検
討
を
し
て
い

ま
す
。
四
ツ
谷
配
水
管
理
所
の
送

水
ポ
ン
プ
や
深
井
戸
群
の
取
水
ポ

ン
プ
が
浸
水
し
た
場
合
に
は
、
送

水
及
び
取
水
停
止
と
な
り
ま
す
。

深
井
戸
へ
の
浸
水
を
防
ぐ
方
法
と

し
て
、止
水
壁
に
よ
る
囲
い
込
み
、

開
口
部
の
閉
塞
、
浸
水
防
止
板
、

浸
水
防
止
扉
等
の
検
討
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

本
市
で
は
、
市
内
郵
便
局
と
平

成
９
年
に
災
害
時
に
お
け
る
相
互

応
援
に
関
す
る
覚
書
が
交
わ
さ
れ
、

平
成　

年
に
は
道
路
等
の
損
傷
等

１０

の
情
報
提
供
に
関
す
る
覚
書
が
交

わ
さ
れ
て
い
ま
す
が
、　

年
以
上

２０

が
経
過
し
、
見
直
す
必
要
が
あ
る

と
考
え
ま
す
。
地
域
見
守
り
活
動

に
つ
い
て
は
、
郵
便
局
と
協
定
を

締
結
す
る
こ
と
に
よ
り
、
よ
り
踏

み
込
ん
だ
見
守
り
体
制
の
構
築
が

で
き
る
と
考
え
ま
す
。
市
内
郵
便

局
と
の
包
括
連
携
協
定
、
見
守
り

協
定
な
ど
、
地
域
に
お
け
る
協
力

に
関
す
る
協
定
に
つ
い
て
、
市
長

の
所
見
を
伺
い
ま
す
。

　

市
長　

本
市
で
は
、
以
前
か
ら

さ
ま
ざ
ま
な
団
体
や
企
業
と
の
間

で
災
害
時
に
お
け
る
双
方
の
応
援

協
定
を
始
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目
的

に
応
じ
た
個
別
の
協
定
や
覚
書
を

締
結
し
て
い
ま
す
。
包
括
連
携
協

定
は
、
企
業
に
と
っ
て
は
社
会
貢

献
、
社
会
的
責
任
を
果
た
す
と
い

う
部
分
で
も
有
益
で
あ
る
と
思
い

ま
す
。
ま
た
、
本
市
に
と
っ
て
は

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
地
域
課

題
の
解
決
の
一
つ
の
方
途
と
し
て
、

双
方
が
ウ
イ
ン
・
ウ
イ
ン
の
関
係

と
な
り
、
連
携
強
化
が
図
れ
る
も

の
と
考
え
て
い
ま
す
。
本
市
と
し

て
も
、
双
方
で
合
意
で
き
る
内
容

で
あ
れ
ば
、
市
内
郵
便
局
と
連
携

が
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
郵

便
局
と
の
二
つ
の
覚
書
は
、
年
数

が
か
な
り
経
過
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
確
認
を
含
め
て
改
め
て
協
議

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
６
コ
ー
ス

の
う
ち
「
東
原
・
ひ
ば
り
が
丘
南

コ
ー
ス
」
の
み
駅
に
ア
ク
セ
ス
し

て
い
ま
せ
ん
。
最
重
要
施
設
で
も

あ
る
駅
へ
の
ア
ク
セ
ス
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。
ま
た
、
近
隣
他
市
と

の
広
域
連
携
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
バ
ス
の
運
行
、
相
互
乗
り
入
れ

に
つ
い
て
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
平
成　

年
度
の
コ
ミ
ュ

３０

ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運
行
経
費
は
、
約

１
億
７
０
０
万
円
余
で
あ
り
、
年

間
の
利
用
者
約　

万
人
全
員
に
タ

１６

ク
シ
ー
の
初
乗
り
運
賃
を
支
払
っ

て
い
る
計
算
に
な
り
ま
す
。今
後
、

利
用
者
の
比
率
が
高
齢
者
に
偏
る

傾
向
に
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、

高
齢
者
有
償
専
用
バ
ス
の
導
入
や

グ
リ
ー
ン
ス
ロ
ー
モ
ビ
リ
テ
ィ
の

導
入
な
ど
も
検
討
し
、
改
め
て
地

域
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
再

構
築
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
ま
す
が
、
見
解
を
伺
い
ま
す
。

　

都
市
部
長　

駅
へ
の
ア
ク
セ
ス

に
つ
い
て
は
、
市
内
の
主
要
な
生

活
施
設
へ
の
ア
ク
セ
ス
、
利
便
性

向
上
の
一
環
と
し
て
運
行
コ
ー
ス

を
設
定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
他

市
と
の
相
互
乗
り
入
れ
や
広
域
連

携
に
よ
る
運
行
は
難
し
い
と
考
え

ま
す
が
、
市
民
ニ
ー
ズ
を
把
握
し

な
が
ら
、
連
携
の
可
能
性
と
必
要

性
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

　

福
祉
部
長　

高
齢
者
の
移
動
制

約
者
に
つ
い
て
も
対
策
を
検
討
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

提
案
さ
れ
た
内
容
に
つ
い
て
は
研

究
し
て
い
き
ま
す
。

　

令
和
元
年　

月
の
台
風　

号
に

１０

１９

よ
る
被
害
に
つ
い
て
、
市
内
に
お

け
る
大
き
な
被
害
箇
所
と
し
て
、

相
模
川
河
川
敷
の
相
模
川
グ
ラ
ウ

ン
ド
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　
　

月　

日
の
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

１０

１６

に
は
、
相
模
川
グ
ラ
ウ
ン
ド
Ａ
面

か
ら
Ｅ
面
に
つ
い
て
、
施
設
等
の

復
旧
が
完
了
す
る
ま
で
の
当
面
の

間
、
使
用
を
停
止
す
る
こ
と
が
告

げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
復
旧
に
当

た
っ
て
は
本
市
と
し
て
、
迅
速
か

つ
丁
寧
な
対
応
が
図
ら
れ
て
い
ま

す
が
、
復
旧
に
は
土
の
搬
入
、
フ

ェ
ン
ス
の
張
り
か
え
な
ど
が
必
要

で
あ
り
、
河
川
管
理
者
で
あ
る
神

奈
川
県
の
許
可
が
必
要
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
相
当
の
期
間
を
要
す
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

相
模
川
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
利
用
す

る
野
球
少
年
や
サ
ッ
カ
ー
少
年
、

そ
の
指
導
者
を
始
め
と
す
る
多
く

の
市
民
の
方
々
が
、
一
日
も
早
い

相
模
川
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
復
旧
を
熱

望
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

相
模
川
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
、
大
凧

ま
つ
り
の
開
催
を
視
野
に
入
れ
、

令
和
２
年
４
月
末
ま
で
の
復
旧
を

目
標
に
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
す

が
、
復
旧
に
向
け
て
、
河
川
管
理

者
と
の
調
整
は
ど
の
よ
う
に
進
ん

で
い
る
の
か
伺
い
ま
す
。

　

健
康
部
長　

で
き
る
だ
け
早
く

利
用
が
再
開
で
き
る
よ
う
に
、
都

市
部
の
協
力
を
得
な
が
ら
県
の
厚

木
土
木
事
務
所
と
協
議
を
重
ね
、

原
状
に
戻
す
こ
と
を
前
提
に
調
整

を
進
め
て
い
ま
す
。

　

台
風　

号
に
よ
る
城
山
ダ
ム
の

１９

緊
急
放
流
に
つ
い
て
、
県
は
住
民

の
方
々
が
緊
急
放
流
に
備
え
た
準

備
が
で
き
て
お
り
、
緊
急
放
流
の

時
点
で
は
、
避
難
が
既
に
終
わ
っ

て
い
る
と
い
う
認
識
の
も
と
で
緊

急
放
流
を
開
始
し
た
と
の
こ
と
で

し
た
。　

　

県
と
住
民
の
認
識
の
違
い
は
非

常
に
危
険
で
あ
る
と
同
時
に
、
市

民
に
避
難
の
呼
び
か
け
を
す
る
上

で
、
本
市
に
お
い
て
も
認
識
の
差

が
生
ま
れ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い

か
と
大
変
憂
慮
す
る
も
の
で
す
が
、

こ
う
し
た
県
の
対
応
に
つ
い
て
の

見
解
を
伺
い
ま
す
。

　

市
長　

避
難
指
示
、
避
難
勧
告

の
発
令
の
基
準
に
つ
い
て
は
、
本

市
で
あ
れ
ば
私
の
判
断
に
な
り
ま

す
。

　

し
か
し
、
避
難
指
示
、
避
難
勧

告
に
つ
い
て
の
見
解
が
、
県
を
中

心
に
流
域
自
治
体
で
統
一
さ
れ
て

い
な
か
っ
た
こ
と
自
体
が
大
き
な

課
題
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
の
課
題
と
し
て
、
市
単
独

で
の
判
断
だ
け
で
は
な
く
、
流
域

自
治
体
が
一
致
し
て
統
一
的
な
考

え
方
の
も
と
で
、
避
難
指
示
、
避

難
勧
告
に
当
た
る
こ
と
も
必
要
で

あ
り
、
そ
の
た
め
に
も
ぜ
ひ
県
の

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
お
願
い
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
今
回
の

情
報
提
供
の
あ
り
方
等
に
つ
い
て

も
、
県
と
流
域
自
治
体
と
の
間
で

検
証
と
今
後
に
向
け
て
の
取
り
組

み
の
整
理
が
必
要
で
あ
る
と
強
く

思
っ
て
い
ま
す
。

　

育
児
休
業
は
大
変
に
手
厚
い
制

度
で
す
。
し
か
し
、
育
児
休
業
を

延
長
し
た
際
に
育
児
休
業
給
付
金

も
延
長
し
て
受
給
す
る
に
は
、
保

育
所
等
利
用
申
し
込
み
の
際
に
、

希
望
す
る
保
育
所
に
入
所
で
き
な

い
場
合
は
育
児
休
業
の
延
長
も
許

容
で
き
る
と
い
う
旨
の
意
思
表
示

を
し
、
保
育
所
入
所
保
留
通
知
を

取
得
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

制
度
を
知
ら
な
い
こ
と
で
不
利
益

が
生
じ
な
い
た
め
に
、
国
か
ら
の

通
知
に
あ
る
よ
う
に
、
保
育
所
等

利
用
申
込
み
の
案
内
に
、
直
ち
に

復
職
希
望
す
る
と
い
う
選
択
肢
と
、

希
望
す
る
保
育
所
等
に
入
所
で
き

な
い
場
合
は
育
児
休
業
の
延
長
も

許
容
で
き
る
と
い
う
選
択
肢
を
設

け
る
こ
と
を
提
案
し
ま
す
が
、
当

局
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

　

子
ど
も
未
来
部
長　

保
育
所
入

所
保
留
通
知
に
つ
い
て
、
保
育
所

の
入
所
を
希
望
し
て
い
る
が
、
育

児
休
業
の
延
長
が
可
能
で
あ
る
た

め
、
入
所
の
必
要
に
迫
ら
れ
て
い

る
方
を
優
先
し
、
利
用
調
整
を
行

っ
て
も
よ
い
と
い
う
考
え
の
方
が

い
ま
す
。
そ
の
方
に
つ
い
て
は
、

申
し
出
が
あ
れ
ば
調
整
点
数
を
減

点
し
、
利
用
調
整
を
行
っ
て
い
ま

す
。
今
後
、
善
意
に
よ
る
意
思
が

よ
り
明
確
に
確
認
で
き
る
よ
う
に
、

保
育
所
等
利
用
申
込
み
に
係
る
重

要
説
明
事
項
確
認
書
の
欄
に
育
児

休
業
の
延
長
が
で
き
な
い
方
を
優

先
し
て
利
用
調
整
を
行
っ
て
も
よ

い
と
い
う
チ
ェ
ッ
ク
項
目
を
作
成

し
、
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

　

中
澤　

邦
雄 
議
員
《
日
本
共
産
党
》

水
道
施
設
の
災
害
対
策
に
つ
い
て

京
免　

康
彦 
議
員
《
自
民
党
・
い
さ
ま
》

市
内
郵
便
局
と
の
包
括
連
携
協
定
、見
守
り
協
定
な
ど
、

地
域
に
お
け
る
協
力
に
関
す
る
協
定
に
つ
い
て

　

伊
田　

雅
彦 
議
員
《
自
民
党
・
い
さ
ま
》

一
日
も
早
い

相
模
川
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
復
旧
を
熱
望

　

吉
田　

義
人 
議
員
《
自
民
党
・
い
さ
ま
》

地
域
公
共
交
通
の
あ
り
方
、

再
構
築
を
考
え
よ
！

�
波　

貴
志 
議
員
《
自
民
党
・
い
さ
ま
》

城
山
ダ
ム
緊
急
放
流
時
の

県
の
対
応
に
つ
い
て
問
う

　

加
藤　

学 
議
員
《
公
明
党
》

保
育
所
入
所
保
留
通
知
に

つ
い
て
問
う

本本
会会
議議
のの
概概
要要


